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木棺の保存法に関する研究

(1)高松塚古噴出土漆塗木棺の構造とその樹脂硬化 木棺の概要やその損傷状況について

はすでに報告(1978年度奈文研年報〉したとおりである。その自然科学的処迎の詳細と木棺断ilii

の顕微鏡的な観察結果を報告する。同木椋は杉材でつくられており，その上K麻布を張りさら

に粗い下地図を設け漆!院が 3~7 回繰り返して塗られている(顕微鏡写J.~参)m)。底板の外側では

3 - 4 回 ， 内側では 6~7 回塗り重ねられており ， 概して内仮IJの方が漆塗りの回数が多いとい

う傾向が認められた。 J漆膜胞の厚味はおよそ0.1-0.4皿である。古加の中では，木棺はいわば

水漬けに近い状態にあったために木質部はすでにj肖朽し全休にもろくなってしまっている。 ζ

れを自然乾燥させると下地が激 しい収縮を起 し， 表面の漆j肢は下地と分自Itしてjjfjれてしま う。

保存処理の第一段階は，木綿が変形 したり漆脱が下地周から制自Itしないように脱水 ・乾燥し

同時に木棺全体を強化すると とである。残留木棺は杉材の内外面lζ塗られていた漆屈の部分が

60 x 80cm大のもの8点，40 X60cm大のものが5点の板状の破片になっていた。これらはステン

レスのパンチングプレー トK挟み，アルコール水溶液lζ浸し脱水した。 アルコーノレ濃度は1096

ぐらいから始めて徐々に高めていき，木棺中の水分をアルコ ーノレと完全に置換する。さらにア

ノレコーノレをキシレンとiu:き換える。はじめはキシレン・アノレコーノレ溶液lζ浸し，キシレンの濃

度を1096ぐらいから ]00必にまで高めた。木絡に含まれている水分がすべてキシレンと置き変

わったら，さらにアク リJレ系合成樹脂〈商品名 :Paraloid B 72)の3%キシレン溶液を しみ乙ま

せる。樹脂溶液の濃度は 35Zから 8，7ぢにまで高めた。復元の際の接着剤や本体の補強強化の材

料lζはできる限り同材質の漆を利朋するととを原則にしているため，乙の段階では合成樹脂に

よる完全硬化をお乙なわない。乾燥の過程で木絡に損傷を与えない程度lζ補強できれば十分な

ので高濃度のアク リノレ樹脂を使わなかった。樹脂溶液の合泣後 ζれを真空乾燥した。乾燥11寺の

正5絵塚古尉漆塗木船の;新市図 (x26) 
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条件は室71T!l下で'100m田Hg程度である。

(2)平吉造一跡、 ，'.B土木村の取り上げと保存処J~\

木棺の残留状態はきわめて思く ，fWJ板の 3分の l

ぐらいと底板郎分が残存 しているにすぎない。j底

板はすでにj肖蝕しており当初の}'/I床を罰めていな

い。うす板が土;峻!こ強りやlいているような状態で

ある。 ζれを室内lζ搬入して保存するととになっ

た。 すなわち ， 木中'I~の痕跡を9.Jす土塊を 切 り取 っ

て保存する要佐iである。取り上げには発泡性の硬

質ウレタンを利)fJした。長さ 200X相60X刊さ50

CsIにも及ぶ大型のしかも比重の大きい土比を取り

上げる場合{ζは樹包材料はできるだけi経民のもの

を利用するとよい。 木棺はその)~状lζ沿って切り

出し，全体lζウレタン原被の現場発泡をおこな

い，ウレタンフォ ームで梱包した。搬出i丸木枯

の底部分を強化プラスチックス(ガラス繊維をエポ

キシ樹脂で張り付け，税屑にしたもの〉で裏打ちした

あと，表I市川i分ば前iで全体を締めつけるようにし

てくるみ，同分子のポリエチレング リコーノレの的

被lζ浸してしみ乙ませた。分子民が4，000~6 ， 000 

ぐらいのそれはロ ーソクのロウよりもやや硬い状

態にあり ， 水分を合んだ土:tl~を硬化するのに有効

であった。土域の場合，合成樹)J行によるJ;1il化が効

果的な方法として知られているが，あらかじめ有
1. tHニl二時の状ijし 2.3.アクリル系合成樹脂1<:よ

機i容剤と土岐中の水分とを完全に[泣き鍛えなけれ る強化とウレタ ノ7元 ムlにこよるIl仰UI山包.4ι. I取伐り上

ばならなしい、、。大型の迫一物iほまと

うことlにζなり，危険がともなう。今回のように水分を合んだ大型の木材や土様の磁化のために

7]((ζ可溶な高分子物質のポ リエチレングリコ ーノレを応用したのは介J:jl!的で新しい保存法として

注目できる。

遺構保存の材料と工法に関する研究

造構の保存材料を決定するとき，1込椛の材質をりくの三つに分けて考位、するとよい。第ーに土

質治構の保存処理であり ，第二は込;石賀辿，MiのJJ;¥合である。第三には後や木材などの佐合材料

から構成される迫純である。節三の場合については辿桃椛成材料の材質やその邸J克条件lζ合わ
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せてその都度保存材料とその工法を検討すべきであり，本研究では第一，第.二のケースについ

て実験をおζなったので報告する。

第一の場合のi立構の保存には二つの工法が考えられる。土壌をコンク リー 卜のよ うに完全に

硬化してしまう方法と，元来の土壊の持つ吸脱湿性などの物性を保持させたままの硬化法であ

る。前者に閲しては過去に数件の実施例があるが満足すべき結果は殆んど得られていない。木

研究は後者の土域本米の性質を維持する硬化法について追究したものである。硬化実験をおと

なうための土境試験休の作成に先立ち，実際のフ ィーJレドにおける土境の空|減率 (air void)が

平均20-3096である乙とを確認した。そして，実験には空隙率309ぢの試験休を作成し，これを

適度に硬化させる保存材料としてエポキシ系，アクリノレ系，イソシアネ ー ト系などの各種合成

樹脂をリス トアップした。硬化による保存効泉や施工時における取り扱い易さの程度，および

硬化後の逃檎表面の感覚的色調などをrj:1心にその優劣を検討した。含浸させる樹脂溶液の政度

を209ぎから38-5096の高濃度lζ変化させた場合，硬化後の強度は増大するが，その強度のl語大

況はイソシアネー 卜系合成樹脂の場合lζ故大となり，保存材料としては最も効果的であった。

岩石質巡椛の保存工法の実験には古代追跡から出土したすでに風化している凝灰岩を試料に

供 した。とのような凝灰岩試料の保存材料には有機ケイ 業化合物のエチノレシリケー卜系のパイ

ンダータイプが有効であるとの結果を得た。楽i皮の含浸方法lζ|到しては吸水率が3096iJij{去の風

化した凝灰岩(新鮮なものでは10-2596といわれる〉の場合， tJ成圧方式による含浸をおこなわなく

ても常圧下で浸出するだけで所定の薬液晶を合i受できることがわかった(図右参!':の。 また使.化

後の試料は無処恋!のものに くらべて4-5倍の強度が得られ，そのときの吸水量も 5分の lか

ら8分の lに減少し，耐水性が増す。 7Jく説一凍結一両!氷の繰り返 しによる劣化促進テス 卜でも

1!!~処理の場合には表面がチョ ーキング現象(チョークの粉のよ うに石の表i市が剥落していく現象〉を

呈するのに対して，保存処理された岩石試料には殆んど変化がなかった。なお，ζの実験はIIfj

和53年度文部省科学研究fi・特定研究「古文化財」の交付を受けた。(沢田正1171.秋山 隆保〉

ひずみ

樹脂泌皮のちがいによる強度
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